
事前審査について 

博⼠学位請求論⽂（課程博⼠）の本審査の前に、事前審査が必要です。 

2018 年 12 ⽉申請の博⼠学位申請受付から事前審査が導⼊されました。博⼠後期課程の指
導は次の四段階になっています。 

 
 

 
 

 
 

 

事前審査の⼿順 

学⽣（博⼠論⽂執筆者）は、主任指導教員の了解のもとで、指導委員会の各教員に「提出⽤
論⽂」を提出する。 
⇒各教員が「提出⽤論⽂」を読んだうえで、指導委員会は学⽣臨席のもとで事前審査（⼝述
審査）を⾏う。事前審査は、指導委員会が博⼠学位請求論⽂にふさわしいと判断されるまで、
少なくとも 1 回は実施するものとする。複数回、実施されることもある。 
⇒事前審査では各教員が修正箇所を指⽰するとともに、指導委員会として(4)本審査に進む
か否かを協議し判断を⾏う（指導委員会が(4)本審査に進むことを可と判断した場合、「学位
（博⼠）申請書」に押印する）。 
⇒学⽣は、主任指導教員に修正が適切になされたかを確認してもらったうえで、(4)本審査
に進む。博⼠学位請求論⽂が教務課に提出された後は、差し替えを不可とする。 
 

（1）1 年次末の⾯接指導： 
指導委員会（主任指導教員及び研究指導担当教員の 3 名）が「博⼠論⽂計画書」に対して⾏う。 

（2）2 年次末の⾯接指導： 
指導委員会が「発表論⽂⼜は未発表研究業績」に対して⾏う。 

（3）事前審査： 
指導委員会が博⼠学位請求論⽂に向けた「提出⽤論⽂」に対して⾏う。※修正の可能性がある
ので、学位申請の 1〜2 ヶ⽉前を想定 

（4）本審査： 
審査委員会 5 名（指導委員会+学内・外部審査委員各１名）が「博⼠学位請求論⽂」に対して⾏
う。 



各申請書類の取り扱いについて 
 

学位（博⼠）申請書 

博⼠論⽂指導委員会教員の署名・押印欄について、現在の感染状況を鑑み、以下どちらかの
⽅法で対応してください。 
１．主任指導教員から、指導委員会の教員全員が学位申請に同意していることを⼤学院係宛
てにメールをする。 
２．指導委員会の教員全員から個別に、学位申請に同意していることを⼤学院係宛てにメー
ルをする。 
※その際、事前審査実施⽇も教員から⼤学院係にお知らせいただきますようお願いいたし
ます。 
 

学位（博⼠）申請書受領書（申請者保存） 

・申請書類⼀式を窓⼝に提出する場合： 
受付時に受領書をお渡しします。 
 
・申請書類⼀式を郵送で提出する場合： 
メールにて受領のご連絡をいたします。受領書は返送しませんのでご了承ください。 
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学位（博士）申請書受領書（教務課保存）

年度入学

研究科
学籍番号

（博士後期課程）
ふりがな

＿専攻

氏 名

※本用紙に記載されている氏名で学位記を作成するため、

氏名は戸籍どおりの字体で楷書で記入すること。

また、 ロー マ字の場合はスペ ースの有無がわかるように

ブロック体で記入し、 大文字、 小文字の区別をすること。
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学位（博士）申請書受領書（申請者保存）

年度入学

研究科
学籍番号

（博士後期課程）
ふりがな

専攻

氏 名

-----------···----····-:
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② 博士論文について

l) 印刷を原則とするが、 手書きによる場合は、 楷書体で記入すること。

2) 論文は仮製本以上の装丁をし、 表紙に論文題目（外国語の場合は、 和訳をつける。）及び氏

名を記載すること。

3) 複製する場合は、 長期保存に耐えるような複写方式を用いること。

③ 参考となる資料等について

提出を求められた場合は、 仮製本とし、 表紙には、 論文題目の上に「参考資料」と明記し、

論文題目（外国語の場合は、 和訳をつけること。）及び氏名を記載すること。

論文及び参考資料の表紙の作成例

論文題目→

氏 名→

（表紙）

00000000000 

00000000000 

00000 



④ 論文の和文要旨について

1) A4版横組で4000字程度とし、 活字で印字したものとする。

2) 第 1 頁上半分に標題・論文題目・氏名を記入し、 下半分から要旨本文を記載すること。

論文の和文要旨作成例

1 枚目（第 1 頁）以下すべて片面刷りとする。

（第1頁）

論 文 の和文 要 旨

論文題目

氏 名

00000000000000000 

0000000000 · · · · · · · 。

（第2頁以下）

00000000000000000 

0000000000· 。 . ． ． ． ． ．



⑤ 論文の英文要旨について

1) A 4 版横組で 1 0 0 0 語程度とし、 活字で印字したものとする。

2) 第1頁上半分に標題・論文題目・氏名を記入し、 下半分から要旨本文を記載すること。

論文の英文要旨作成例

1枚目（第1頁）以下すぺて片面刷りとする。

（第1頁）

論 文 の 英 文要 旨

論文題目

氏 名

00000000000000000 

0000000000· · · · · · · · 

（第2頁以下）

00000000000000000 

0000000000 · · · · · · · · 



⑥ 履歴書について

暉 虚 書

砂

郎

た

太

5
京

切

東

）
名

なゞ力りふ（

氏

生 年 月 日1西暦 年 月 日生

現 住 所I東京都〇区000町〇丁目0番0号

学 歴

西暦0年0月0 日

西暦0年0月〇日
西暦0年0月〇日
西暦0年0月〇日
西暦0年0月0 日

西暦0年0月〇日
西暦0年0月〇日
西暦0年0月〇日
西暦0年0月〇日

000高等学校卒業
000大学00学部卒業
000大学大学院00研究科000課程（修士課程）000専攻入学
同上 修了
000大学大学院00研究科000課程（博士課程）000専攻入学

000会社入社
同社 退社
000大学000学部助手
000大学退職

上記のとおり違いありません。

西暦00年00月00 日

職 歴（研究等を含む）

東 京 太 郎 ®

（注）1.年月日は、申請日（論文提出日）とする。
2.学歴、職歴等は、年次を追って記載すること。



⑦研究業績表について

（ふりがな）

氏 名

生 年 月 日

石汗 究 業 績 衷

とう きょう た ろう

東 京 太 郎

西暦 年 月 日生

ぷ．下記の例により記載することこ：

1. 著書（単著の場合）

(1) 『書 名』

(2) 編集者・発行所

(3)発 行 年

(4)頁 数

2. 著書（共著の場合）

(1) 「担当部分の題目」

(2) 『書 名』

(3) 担当部分の頁(0頁～〇頁）

(4) 編集者・発行所

(5)発 行 年

3. 雑誌論文

(1) 「論 文 名」

(2) 『雑 誌 名』

(3) 編集者。発行所

(4)号 数（年月）

(5)頁 数(0頁～〇頁）
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